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ブロックチェーンを活用したスマートシステムによる、 
「高齢者の見守りサービス」、福島県浪江町で実証試験を開始 
～再生可能エネルギー関連技術実証研究支援事業の一環として～ 
 

 家庭向けエネルギー・マネージメントシステム（HEMS）開発に取組む株式会社会津ラボ(本社：福
島県会津若松市、代表取締役社長：久田雅之、以下会津ラボ)と、エネルギー事業を展開する株
式会社エナリス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：小林昌宏、以下エナリス）は、福島
県 が実 施 す る 「再 生 可 能 エネル ギ ー関 連 技 術 実 証 支 援 事 業 （ ※ 1 ） 」 に採 択 され 、 ブ ロ ッ ク 
チェーンと『SMART PLUG（スマートプラグ）』を活用した電力取引などの実証事業（※2）に取組んでい
ます。本事業の一環として両社は、福島県浪江町において、電力データを活用した「高齢者の見守り 
サービス」の実証試験を平成 30年2月より開始いたします。 

  
 今般の実証試験は、①コンセント型スマートメータ『SMART PLUG』、②ブロックチェーン、③専用スマ 
ートフォンアプリ  の３つで構成される電力データの計測・記録・管理システム(以下「スマートシステム」)の  
「高齢者の見守りサービス」における有効性を検証することを目的としています。 

 
 具体的には、浪江町内 333世帯（平成 29年 12末現在）のうち希望世帯を対象に『SMART 
PLUG』を配布し、各家庭のコンセントに接続して室温・湿度・家電製品の電力使用状況を計測し、  
データをブロックチェーン基盤に記録します。予め登録した遠隔地の家族や知人などが専用スマートフォン
アプリを使用して、ブロックチェーン基盤に記録された電力使用状況の確認を行える仕組みとなっており、  
異常時にはアラートを通知します。  
 本事業において、会津ラボはスマートシステムの開発を担当し、エナリスは電力アグリゲータとして電力  
需給のノウハウを提供します。 

 
 会津ラボとエナリスは、スマートシステムを活用した「高齢者の見守りサービス」の実用化を目指し、 
ブロックチェーンへのデータ蓄積速度や精度などの評価・検証を進めてまいります。  

 
（※1）再生可能エネルギー関連技術実証支援事業：福島県が、県内の民間企業等を対象に、東日本大震災後に新たに研究開発を  

進めてきた再生可能エネルギー関連技術について、その事業化・実用化のための実証研究事業を支援する仕組み 
（※2）ブロックチェーン：取引履歴をブロックに格納。直前のブロックとハッシュ値でつながっているため、データ改ざんが困難な分散型台帳技術  

 
本件に関するお問合せ                       
 株式会社会津ラボ（久田）                        

TEL:0242-23-8285 EMAIL:info@aizulab.com 
 

http://www.aizulab.com 

 株式会社エナリス（広報・IR部） 
 TEL03-4226-2613 
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■「スマートシステム」を活用した「高齢者の見守りサービス」イメージ 
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■福島県浪江町について 
東京電力福島第一原発から半径20キロ圏内に位置する浪江町は、東日本大震災後、居住制限区域
及び避難指示解除準備区域に設定されました。町は、平成29年3月31日の避難指示解除を受けて、 
復興へ向けた取組みを進めています。現在までに333世帯482人（平成29年12月末／浪江町発表） 
が帰還し、その多くを高齢者世帯が占めています。 

 
■関連情報  
〇6月 9日 株式会社会津ラボ発表リリース
http://www.aizulab.com/pdf/20170609aizulab.pdf 
〇6月 9日 株式会社エナリス発表リリース 
https://www.eneres.co.jp/news/release/20170609.html 
〇福島県「再生可能エネルギー関連技術実証研究支援事業」
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32021b/h29gijutujisyo.html 
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  『SMART PLUG（スマートプラグ）』 
コンセントに接続した電気機器の消費電力量を計測し、 
アプリに表示する。会津ラボが開発した『SMART PLUG 
(スマートプラグ)』は、電力データをブロックチェーン上に記録する
ハードウェアとソフトウェアで構成され、電力需給の逼迫時には、
赤外線コントロールやコンセントの電源を切って、電力使用量を 
コントロールする。 
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■株式会社会津ラボ 
コンピュータ理工学を専門とする国際色豊かな公立大学法人「会津大学」（平成 5 年 4 月開学）の

第 1 期生が、平成 19 年 1 月に設立。平成 24 年 4 月に商号を株式会社会津ラボへ改めました。会津
ラボは、「会津大学」の大学発ベンチャー企業として公式認定を受けています。「会津大学」建学の理念 "to 
advance knowledge for humanity"を掲げ、人類の為になる高度な知識と技術を世の中へ創出して
まいります。 
所 在 地 : 福島県会津若松市インター西 53 2F 
代 表 者 : 代表取締役社長  久田雅之  
事 業 内 容 : ◆iOS/Android アプリ開発、WEB システム開発、3DCG・画像・映像制作  

◆IoT、EMS、スマート農業、ドローンなど新技術領域における研究開発  
◆観光クラウド「指さしナビ」 

資 本 金  : 2,950 万円  
設 立  : 平成 19 年 1 月 4 日  
U R L : http://www.aizulab.com 

 

 
■株式会社エナリス  
新電力の需給管理業務代行を創業事業として、平成 16 年に設立されたエナリスは、需要予測や気象

予報士による発電予測など、需給管理業務代行を通じて得たノウハウを活かし、現在は、法人電力ユーザ
ー向 け に最 適 な電 力 を提 案 す る 「 エ ネ ル ギ ー エ ー ジ ェ ン ト サ ー ビ ス 」 な ど を 展 開 し て い ま す 。 
エナリスは、分散型エネルギー社会を見据え、今後もさまざまな取り組みを進めてまいります。 
所 在 地 : 東京都千代田区神田駿河台二丁目５番地１ 御茶ノ水ファーストビル 14F 
代 表 者 : 代表取締役社長  小林昌宏  
事 業 内 容 : エネルギー情報業 
資 本 金  : 357,102 万円（平成 29 年９月 31 日現在） 
設 立  : 平成 16 年 12 月 24 日  
U R L : http://www.eneres.co.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ※記載されている会社名及び商品名／サービス名は、各社の商標または登録商標です 
 
 

 


